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気候政策検討に必要な科学的知見
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○ ２０世紀の１００年間に、世界の平均気温が０．６±０．２℃上昇

○ １９９０年代の１０年間は、過去１０００年間で最も温暖な１０年の可能性

近年の気温変化 過去１０００年の気温変化

気候は変化しているか？

地球の気温上昇が観測されている
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気候は変化しているか？

世界の各地域で気温上昇が観測されている
年平均気温の変化傾向：１９７６年～２０００年

○ 陸上の方が海上より大きく気温が上昇

○ 北半球の中高緯度で最も気温が上昇
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その原因は人為的なものか？

大気中にCO２が蓄積しつつある

年間 3.2 Gt /年増加

大気 730Gt (370ppm)

海洋陸上2,000Gt
土地 1,500
植生 500

化
石
燃
料

38,000Gt
単位１０億トン（Gt)

地球の炭素収支の推定

1.4
Gt/年

1.7
Gt/年

6.3
Gt/年

Gt＝10億トン
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１７５０年 ： ２８０ ppm
↓

２０００年 ： ３６８ ppm

過去４２万年間の最高値
(アイスコア測定：280ppm)

大気中二酸化炭素濃度は産業革命
以降急激に増加

大気中の二酸化炭素濃度の変化

気候変化の原因は人為的なものか？

大気中の二酸化炭素は増加している
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(a) 自然起源の応答（太陽
放射や火山噴火）だけでは、
２０世紀後半の温暖化は説
明できない

(b) 最近５０年の温暖化は人為
起源の温室効果ガスによるもの
だと識別できる

(c) 全ての人為起源と自然起源
の因子を複合させると、過去140
年間の観測値とモデル計算が最
もよく説明される

気温変化の観測結果と
モデルシミュレーション
による再現結果を比較
して主な変化の原因を
見極める。
モデルの気候感度の不
確実性を考慮する必要
がある

気候変化の原因は人為的なものか？

最近５０年間の温暖化のほとんどは人間活動に起因
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○経験のない温暖な気候
○予想温度に幅がある
・排出量の予測の違い
・気候モデル計算結果の幅

今後予想される気候変化は？

急激な速度の変化
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